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「
サ
ル

サ
は
香

辛
料
」

（
第
四
十
三
回
）

文
豪
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
こ
よ
な

く
愛
し
た
キ
ュ
ー
バ
。
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
国
際
学
会
の
た
め
首
都
ハ
バ

ナ
を
訪
れ
、
私
は
い
ろ
い
ろ
な

体
験
が
で
き
た
。

キ
ュ
ー
バ
通
と
い
え
ば
、

芥
川
賞
作
家
の
村
上
龍
さ

ん
が
有
名
だ
。
キ
ュ
ー
バ

音
楽
「
サ
ル
サ
」
に
は

ま
っ
た
り
、
キ
ュ
ー
バ

ダ
ン
ス
で
人
々
と
交
流

す
る
「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
」

や
、
坂
本
龍
一
の
夢
か
　

一

ら
「
モ
ニ
カ
　
音
楽
家

の
夢
・
小
説
家
の
物
邑

を
発
表
し
た
り
と
。

そ
の
本
場
の
サ
ル
サ

音
楽
を
滞
在
中
に
楽
し
め

た
。
そ
れ
も
何
と
、
あ
の

名
楽
団
ブ
エ
ナ

ー
ビ
ス
タ
・

ソ
シ
ア
ル

ク
ラ
ブ
の
コ
ン
サ

ー
ト
で

。

お
洒
落

な
ド
リ
ン

ク

「
モ
ヒ

ー
ト
」

を
飲
み

な
が
ら

、
往
年

の
ス

タ

ー
ミ

ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
の

パ
ワ

ー
に

は
全
く

驚

か
さ
れ
た

。

本
来

、
サ
ル

サ
と

は
ス

ペ
イ

ン
語

で
「
ソ
ー
ス
」
を
意
味
す
る
言
葉
。

料
理
に
使
う
ソ
ー
ス
に
は
、
多
く
の

野
菜
や
香
辛
料
が
混
ざ
り
合
っ
て
い

る
。
同
様
に
、
ア
フ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
、
ア
メ
リ
カ

大
陸
で
様
々
な
音
楽
と
リ
ズ
ム
と
が

ミ
ッ
ク
ス
し
て
生
ま
れ
た
の
が

サ
ル
サ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

国

を
越
え

て

誰
も

が
共

鳴

し

て

心

地

よ

く

感

じ

、

自

然
に
身

体

が

揺

れ
て

く
る
の
で

あ
ろ
う

。

同

国

の

平

均

寿

命

は
世

界

の

ト

ッ

プ

ク

ラ

ス

だ

。
近

年

、

高

齢
者

に

対

す

る

ケ

ア

が

重

要

視

さ

れ

、

音

楽

療

法

や

芸

術

療

法

、

舞
踏
療

法

、
心

理
劇

、

手

工

芸

、

太

極

拳

な

ど

が
行

わ
れ
て

い
る
。

読
者
の
皆
様

が
元

気

に
な

る
薬
を
紹
介
し
よ
う
。
キ
ュ

－

バ

の

老
漁

夫

が
マ

ク

ロ

や
サ

メ

と
勇

敢
に
闘

う
「
老
人

と
海

」

を
読

ん
だ

り
、
サ

ル
サ
を
踊

っ
て

ピ

リ
ッ

と
し

た
味
の

ソ

ー
ス

を
毎
日

の
生

活

に
加
え
て
み
て

く
だ
さ

い
ね
。

（
医
学
博
士

・
内
科
医

師
）
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